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fundus ophthalmoscopy) である Optos 200Tx（Optos PLC, Dunfermline, United 
Kingdom）は、非散瞳下でも簡便に広域眼底を撮影できる。 
また、最近では機械学習アルゴリズム deep learning による画像処理技術が医療画像へ応
用されている。以前に我々も Optos画像に deep learning のひとつである convolutional 
neural network（CNN）を組み合わせ、網膜剥離の早期発見の精度について検討しており、
その結果が社会保障費の増大への対策となりうると報告した。 









データおよび wet-AMD データがそれぞれ 50％ずつとなるように 84枚のテストシートを作
成し、正解率、感度および特異度、応答時間を計算した。 
 
結果：CNN による AMD 画像の診断能力は感度:100％〔95%CI:90.97-nan〕、特異度:97.31％
〔95%CI:93.84-99.12〕を示し、平均 AUCは 99.76％〔95% CI:99.75-99.76〕であった。さ
らに、CNNと眼科医の診断精度を比較すると、CNN の平均精度は 100％であり、眼底検査









み合わせによる AMD の識別は、今後の AMD 診療における有用なツールとなりうると考え
られる。 
Optosは散瞳剤を用いないために緑内障発作を誘発するリスクがなく、眼科医の事前チェ
ックを必要としない。このシステムを眼科専門医不在の健診センターや遠隔地域に配置すれ
ば、自覚症状がない初期段階での AMD 検出率を高められ、高い識別能力により眼科専門医
へ高精度に AMD患者の紹介をもたらすであろう。AMD に伴う失明予防が社会的に大きな経
済的効果を持つことが報告されており、早期発見を通じて、失明患者増加の抑制、ならびに
社会保障費の増大抑制に寄与するものと期待される。 
 
結論：本研究では、CNNと Optos画像を組み合わせたシステムの高い識別能力により、AMD
を精密に検出することが可能であった。 Optosは非侵襲的な眼底検査機器であり、このシス
テムはスクリーニングと遠隔診療において有用と考えられた。また、これらの結果は増大し
続ける社会保障費の削減に寄与する可能性がある。 
